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9月9日は56回目の誕生日でした。
先日、誕生日を迎えました。これで名古屋瑞穂RCに30代がいなく
なりました。
妻の誕生日に綺麗な花を頂きました。
昨日は妻の誕生日でした。素敵な花をいただきました。ありがとう
ございました。
敬老の祝品ありがとうございます。
昨夜老人の日の近づいたことを思い、2007年11月28日に名城
病院で心筋梗塞の治療をうけた事を思い出しました。感謝してお
ります。
米山奨学生・学友会の楊　麗娟（ヨ　レイケン）さん。今日は、名
古屋瑞穂RCへ卓話にお越し下さいまして有難うございます。本日
の学友会総会でお会いできることを楽しみにしています。私事です
が、9月1日付けで会長になりました。
酒井さんの入会を祝して。鈴木淑久さん、ありがとうございました。

先週、北陸の朱鷺の台C.C.で中部オープンを無事終了することが
できました。又、東京オリンピックの決定バンザイです。

2020年東京オリンピック開催を祝して。
先週、母が亡くなりました。91歳脳梗塞です。家族で見送りまし
た。
いい天気です!!
ロータリーバッジを忘れました。

関谷　俊征さん

鈴木　淑久さん
馬場　將嘉さん

鶴田　　浩さん
鈴木　圓三さん

江口　金満さん

遠山　堯郎さん

亀井　直人さん

泉　　憲一さん
渡辺喜代彦さん

髙須　洋志さん
内田　久利さん
八木沢幹夫さん

ニコボックス 　髙木元明ニコボックス委員長

　ご存じのように、7年後の2020年に東京で
オリンピックが56年ぶりに開催されることにな
りました。これを勝ち取るためには、本物のオリ
ンピックさながらの「戦い」がありました。本日は
そのことについてお話したいと思います。
　国際オリンピック委員会の総会で、招致委員
会メンバーの8人が、英語でのスピーチをしまし
た。その中でも、ロンドンオリンピックでの銀メダリスト、フェンシン
グの太田雄貴選手のスピーチが、最も注目を集めました。そのス
ピーチは、英語の発音や、声の強弱など、基本的なことはもちろんの
こと、表情、身振り手振り、間のとり方、そしてなんと「まばたき」のタ
イミングまで、プロのトレーナーにみっちり指導されました。「フェン
シングの大会くらい緊張した」、「フェンシングと今回のスピーチは似
ているものがある。一人よがりで話しているだけではダメで、そこに
いる全員がそれに同調し、一体となってみんなで一つの劇を演じき
る感覚です」と太田選手は言っています。東京の名前が呼び上げら
れた瞬間は、この緊張と責任が爆発し、太田選手の号泣している映
像が画面いっぱいに流れ、私たちの心も震え上がりました。そして、
インタビューで、「今まで生きてきた中で一番幸せ」とその時の心情
を答えていました。銀メダルを取った時より嬉しかったのでしょう。
日本の期待が銀メダルの時より大きかったのかもしれません。今回
のことで、太田選手は「金」を勝ち取ったのと同じ役割を果たしたと
思います。本当のオリンピックはこれからですが、とりあえず「大役お
疲れ様でした」と言ってあげたいです。
　他には、フリーアナウンサーの滝川クリステルさんが、日本の伝統
である「おもてなし」という言葉を紹介し、見返りを求めないホスピタ
リティの精神を、日本人は古くから受け継いでいて、日本人の超現代
的な文化にも根付いているとスピーチしました。例えば昨年、現金
3,000万ドル以上が、落とし物として東京の警察に届けられたこと
を例にあげて、東京は世界一安全、安心、清潔なことを訴えました。
　安部晋三首相も、福島の原発の影響について「東京は絶対に大
丈夫、コントロールされています」という内容のことを力説されまし
た。この「コントロールされている」という言葉に賛否両論がありまし
たが、東京に原発の影響がないよう有言実行して頂き、東北の復興

会長挨拶 　泉憲一会長
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会場委員　鶴田　浩さん
「我等の生業」
2008年4月～2009年3月米山奨学生
楊　麗娟さん

とともにオリンピック開催が行われるよう、これから政策を進めて頂
きたいと思います。
　昭和39年の東京オリンピックの標語は、「世界は一つ　東京オリ
ンピック」でした。これを作った人は、現在名古屋市中区にある乾徳
寺の住職、高間公平さんである事を中日新聞で知りました。今回の
招致委員会が掲げたスローガンは「ディスカバー・トゥモロー～未
来（あした）をつかもう」というものです。「スポーツの力で、震災で未
来を失った人に希望と勇気を、という信念を軸に、私たちがひとつの
大きな夢をもって、新しい日本、そして明るい未来をつくりだしたい」、
という強い願いが込められています。安倍首相の決定後の記者会見
で「力を合わせれば、夢はかなう」という言葉もありました。これから、
日本人が一丸となって、知恵と力を合わせて、東北復興とオリンピッ
クを成功させていきたいと願っています。また、これから競技に参加
する子供たちにオリンピックに対する夢と希望を与えることができ
ます。東京オリンピックが決まり、明るい未来が出来ました。我々も
人生において２回も観戦出来るということを、楽しみに７年間を過ご
していきたいと思っています。



新入会員入会式

大口寄付認証式

敬老の日お祝い

　初めまして、ただいまご紹介頂きまし
た酒井俊光と申します。
　この様な創立34年目を迎える由緒あ
る名古屋瑞穂RCに入会させて頂き、誠
にありがとうございます。私は8年前に2
年弱の間ですが守山のRCに所属してお
りました。また初心に戻って奉仕活動を
邁進していきますので、ご指導とご鞭撻の程よろしくお願いいたしま
す。ありがとうございました。

酒井俊光さん挨拶

　お渡ししたバッジは、ロータリアンであるという誇りと、奉仕を
させて頂くという謙虚な心で着用することになっております。名札は
会員、ビジター、ゲストに貴方の氏名を覚えて頂くのに役立ちます。
　頑張って下さ
い。これから宜し
くお願いします。

バッジ・ネームプレート授与：泉憲一会長

髙村博三さんが大口寄付認証され、クリスタル像とピンバッチが進
呈されました。

　9月16日に敬老の日を迎えられる諸
先輩の皆様には、まずお祝い申し上げま
す。おめでとうございます。
　さて、今回改めて敬老の日の意味を調
べたところ、『長きに渡って社会に尽くし
てきた老人を敬愛し、長寿を祝うと共に、
若年者が高齢者の福祉に関心を深める
機会になるようにとの願いが込められている』とのことでした。
　私たちが当たり前の様に生活しているこの日本社会は、諸先輩方
のご尽力により築いてこられたものということに感謝申し上げると

　ただいま激励のお言葉をいただき、あ
りがとうございました。
　今回、敬老のお祝いを受けられた9名
は77歳以上の年齢の会員で、戦前・戦
中・戦後の苦労の多い激動の時代の体
験者です。
　ところで、名古屋瑞穂RCの現在の会
員は63名ですが、その年齢構成を調べてみると、65歳以上が34名
で53.96%、50歳代が11名、40歳代が8名です。高齢者と若い会員
とのバランスのとれたクラブです。
　日本は今後、超高齢化社会になるといわれており、RCにおいても
同様と思われます。40代、50代の若い会員と人生経験豊富な高齢
の会員とが協力し、名古屋瑞穂RCも益々の発展に寄与してまいり
たいと思います。
　特に、次年度は近藤雄亮ガバナーを輩出したクラブとして、会員
全員一丸となって、近藤さんを支えていきましょう。
　私も今後とも健康に留意し、名古屋瑞穂RCのために頑張ってま
いりますので宜しくお願いいたします。ありがとうございました。

敬老の日お祝いの挨拶：広瀬弘幸さん

敬老祝いのお礼の挨拶：鈴木圓三さん

本年度敬老お祝い対象者
嶺木　一夫さん　江口　金満さん　山田　鎮浩さん
鈴木　圓三さん　岩本　成郎さん　岩田　吉廣さん
越原　一郎さん　髙村　博三さん　森　　恒夫さん
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・

本日13：40よりヒルトン名古屋9階「ことぶきの間」にて第3回理
事会を行います。
長瀬さんのご自宅の住所と電話番号が変更になりました。メール
ボックスに入っていますので、ご確認下さい。

幹事報告 　亀井直人幹事

卓話 楊　麗娟さん

　本日は『ロータリーとの縁』をテーマ
に2つ卓話をしたいと思います。１つ目
は『ロータリーとの出会い』、２つ目は
『ロータリーのおかげで出来た色んな事
について』です。
　まずは詳しく自己紹介させて頂きます。
名前は楊麗娟と申します。出身地は中
国の天津という街です。天津と聞くと皆様は甘栗を連想されると思
いますが、実際は栗の採れない土地で、周りの地域で採れた栗を集
めて港から世界に輸出しています。天津市は皆さんがよくご存じの
北京市の少し南の辺りに位置し、海に面しています。北京と同じ様に
冬になるとマイナス19度になる様なとても寒い所です。
　私の経歴ですが、2001年10月の全世界に衝撃を与えたアメリカ
9・11テロ事件の後、来日しました。2003年3月にヒューマンアカデ
ミー日本語学校を卒業し、その後4年間麗澤大学へ通い卒業しまし

ロータリーとの縁

会員64名　出席42名  （出席計算人数47名）

出席率　76.4％ 9月 4日は補填により89.8％

出席報告 髙木元明出席委員長 共に、今後も先輩の皆様のご健康をお祈り申し上げまして、お祝い
の挨拶とさせていただきます。誠におめでとうございます。



楊　麗娟さんた。2009年3月に横浜国立大学大学院を卒業し、同年4月に住友
重機械工業株式会社入社、同年7月に名古屋製造所に転勤、同年
10月から愛知県にある米山奨学生学友会に参加しています。
　それではロータリーとの出会いについてお話していきます。私は
2006年9月から高円寺にあるLTC日本語教室に通い始めました。
そこには日本人ボランティアの方がいて、多数の外国の学生が集
まって日本語の会話や文法などを習っています。毎年スピーチ大会
があり、何人か推薦で参加できるのですが、先生の薦めで2007年
の3月10日の大会に出場することになり、幸運にもその大会で優秀
賞を頂くことができました。その大会の共催者が東京杉並RCだっ
たことがロータリーとの出会いのきっかけとなりました。
　次にロータリーのおかげで出来た色んな事についてお話していき
ます。米山奨学金の審査のうち、面接で「ロータリーについて以前か
ら知っていましたか」と聞かれたことが印象に残っており、私は以前
出場した大会の共催者が東京杉並RCだったことをお話したところ、
審査が通り1年間奨学金を頂くことになりとても幸運だったと思い
ます。
　大学院に通うのはとても大変でした。言葉の問題もありますが、
朝から晩まで研究に時間を割いている為、アルバイト等をすることも
出来ず金銭面でも厳しかったので、奨学金を頂くことが出来て大変
助かりました。おかげで学生生活の想い出を沢山つくることも出来
ました。ここで大学院での2年間の研究内容について少しお話して
いきます。
　研究テーマは『料理画像の自動分類に関する研究』です。この
テーマにした理由は2007年頃、世界中に生活習慣病の方が増えて
おり、日本にはバランスアドバイスサービスという栄養士が患者から
送られてきた食事の写真を見て栄養バランスの結果を患者に返信
するというシステムがありました。人の目で１枚ずつ確認してしてお
り大変な作業で人手も足らなかったのでコンピューターで自動判別
することが出来れば社会に活用できるのではないかと研究室で話
合いがありました。しかし、このコンピューターシステムを作るにはと
ても長い時間がかかるので、まず第一歩として料理画像の自動分類
が必要と考え、研究テーマにしました。
　自動分類の研究には大量の料理画像データが必要だったので、
学生時代に自分の食べた料理の写真では足らず、インターネットか
ら条件に合った画像を引用しました。栄養バランス分類は人の目で
も判断が難しいのでコンピューターに記憶させて分類させるのはと
ても困難でした。例えばこちらの写真を見て頂くと分かりやすいかと
思いますが、ラーメンでも種類が様々で、寿司も何貫か判別しなけ
ればなりません。刺身か肉かの判断は人の目でも見分けがつかない
ので分類率が低くなりました。カレーライスは白と茶色の２色だけ
なので分類率がとても高く、納豆は色判別が難しく沢山の粒がある
ため一番低い分類率でした。2年間研究に時間を使いましたが、社
会に応用するにはまだまだ研究不足ですが、私の後輩が引き継いで
研究をし、改良されれば社会に応用できるのではないかと思います。
私の研究の内容は以上です。
　次にロータリーのおかげで沢山の想い出が出来たので少しご紹
介します。写真は元世話クラブの方との葡萄狩りへ行った時のもの
で、一緒に映っているのは当時の私のカウンセラーで足が少し不自
由なのにも関わらず私を色んな所へ連れて行ってくれました。
　横浜ベイクラブには毎年恒例のダンスパーティーがあり、奨学生
の時に招待して頂きました。私はダンスが得意ではなかったのです
が、当時の会長の奥様にとても丁寧にダンスを教えて頂いた事を覚
えています。

　学生時代はボウリングが好きで研究室の先輩や後輩と一緒に
ROUND1に行きました。当時住んでいた寮は少し変わっていて、ベ
トナムや韓国など海外からの学生も住んでいたので、彼らともよく一
緒に出かけました。国際会館でのガーデンパーティで司会を務めた
こともとても想い出深いです。
　2008年の6月に住友重機械工業株式会社の内定を頂きました
が、その後世界経済が不景気になってしまい、周りの同級生の中に
は内定を取り消された方もいて、自分もそうなるのではないかと心
配しましたが、無事就職することができました。
　色んな話をしてきましたが、ロータリークラブの皆様のおかげで
学生最後の2年間を楽しく過ごし、大学院も無事に卒業する事が出
来て、念願叶って日本で働くことができました。大変感謝しておりま
す。今後もお付き合いしていけたらと思っておりますので、宜しくお
願いいたします。

国際ロータリーニュース
栄養価の高い原生植物にロータリアンが注目

　オーストラリアのブルース・フレンチさんは35年間、地元食材を
使った料理がブームになるずっと前から、地元の食材を食べ続けて
います。そして現在、食糧の安全保障の問題を抱える国の人びとの
ために、ロータリー会員と協力して、発展途上国における現地食材
の推進に力を注いでいます。
　非営利団体「Food Plants International」を創設したフレンチ
さんは、25,000もの食用植物のデータベースをつくり、各植物につ
いて生育地、環境、写真や挿絵、調理方法などのデータを記録して
います。
　オーストラリアのダベンポート・ノース・ロータリークラブ会員で、
農業専門家のバズ・グリーンさんも、現地に育つ栄養価の高い植物
に関心を寄せる一人です。「栄養ある植物が何千種類もありますが、
現地の人はそうした植物についてほとんど知りません。私たちは、人
びとが身近な植物から栄養を取れるようにする活動を行っていま
す」と話すグリーンさん。2007年には、フレンチさんとともに、発展
途上国の人びとに必要な栄養素を現地の植物から摂取することを
推進する「Learn Grow」プロジェクトを立ち上げました。
　このプロジェクトは、ダベンポート・ノース・ロータリークラブと
ロータリー第9830地区の支援を受けています。さらに昨年、「食用
植物を推進するロータリアン行動グループ（Food Plant Solutions 
Rotarian Action Group）」がRI理事会により正式に承認されまし
た。
　「発展
途上国で
は 飢 餓 、
栄 養 失
調、食糧
不足など
が切実な
問題です。
西洋的な
やり方で食糧生産を試みても、それがかえって新たな問題を引き起
こすことがある」 とグリーンさんは説明します。フレンチさんも、「熱
帯地域に住む女性のほぼすべてが貧血の問題を抱えている。彼女た
ちにキャベツをあげても、体調が悪化してしまうだけ」と話します。
　「Learn Grow」は2010年8月、ソロモン諸島で試験的プロジェ
クトを実施し、地元の食用植物一覧、生産方法、学校や地元団体の
ための植物図鑑などを作成しました。この取り組みは地元団体から
のサポートを受け、研修でも協力を得ました。これまで20の発展途



例会のご案内
9月19日(木) ■今週卓話

：

：

卓話講師

内 容

名古屋学院大学経済学部教授
水野　晶夫さん
大学と地域との連携について
～名古屋学院大学事例を中心として～

9月26日(木) RACとの合同例会■次週行事
：
：

場 所
時 間

ヒルトン名古屋5階「銀扇の間」
19:00～20:30

10月3日(木) ■次々週卓話
：
：

卓話講師
内 容

ドラコンプロ　安楽拓也さん
飛ばすなら今でしょ！

ポリオの後遺症に苦しむ子どもたちを支援

　14歳くらいの男の子に、スポーツについて尋ねれば、お気に入り
のチームや選手の名前、自分が大きくなったらプレーしたいポジ
ションなど、すぐに答えが返ってくるでしょう。
　ナイジェリアのアブジャに住むサマラ・ハリドゥさんの答えは違っ
ていました。ラジェンドラ K. サブー元RI会長がアブジャの病院でこ
の質問をしたとき、ポリオの後遺症に苦しむ彼は、逆にこう質問して
きました。「私は、自分の足で立つことができるんでしょうか」
　12月、サブー元会長はサマラさんのような子どもたちを助けるた
め、ナイジェリアで10日間の医療ミッションを実施しました。 ロータ
リー財団の補助金（5万ドル）を利用して実施されたこのミッション
では、19人の医師と6人のボランティアが参加し、ポリオへの感染に
よって生じた筋肉や骨の変形を治療するため、800件の手術を行い
ました。 サマラさんも両足の手術を受け、今後はキャリパーを装着
すれば歩けるようになり、サッカーボールを蹴ることもできるかもし
れません。
　パキスタン、アフガニスタンと同じくポリオ常在国であるナイジェ
リア。西アフリカ諸国におけるポリオ予防接種率は、地域社会からの
抵抗によって減少しています。この地域では、ポリオ予防接種に関す
る誤った情報や噂が広まり、親が子どもへの予防接種に難色を示す
といった状況が見られています。2012年、ナイジェリアでは121件
のポリオの発症が報告され、この数はパキスタンの2倍、アフガニス
タンの3倍となっています。
　サブー元会長は、1月にポリオ無発生2年目を迎えたインドでも、
同じような状況だったと言います。困難な状況でしたが、それを新た
な機会として捉え、積極的にポリオ撲滅活動を展開したインド。「貧
困や非識字といった問題に悩まされているインドでもポリオ撲滅を
達成できるのですから、ナイジェリアでもできるはず」と元会長は話
します。ナイジェリアも同じような問題を抱えていることもあり、ミッ
ションに参加したインド人医師らはナイジェリアの人たちに同情し、
できる限りの支援を行うことができたと言います。
　病院の待合室で、親たちと話しをした際、サブー元会長は、「たっ
た数滴のワクチンで、ポリオからほかの子どもたちを救うことができ
る」ことを伝えました。親たちはその話に心を打たれ、こう答えました。
「ほかの子どもたちが同じ苦しみを経験することがないように、地元
に戻ってこのメッセージを伝えます」

新しい発想で若い職業人にも入会のチャンスを

　ロータリーク
ラブに入会した
いと考えていた
29歳の元ロー
ターアクター、
ケイティ・エリス
さんは、就職の
ためミネソタ州
ミネアポリスに
転居してまもなく、いくつかの地元ロータリークラブを訪れました。
そこで彼女は、若い職業人のライフスタイルでは、伝統的なロータ
リークラブへの入会が困難だと実感しました。
　「会員は素晴らしい方ばかり。でも自分がこれらのクラブに入会す
るのは難しいと感じた」と話すエリスさん。「職場では新人の私が、毎
週のように遅く出勤したり、昼食時間に2時間も抜けることは認めら
れませんでした。エントリーレベルの給与では会費も高すぎました」
　そこでケイティさんは、自らサウスメトロ・ミネアポリス・イブニン
グ・ロータリークラブをつくり、創立会長となりました。2010年の設
立以来、このクラブは既に、ほかの多くのクラブが苦労している課題、
つまり「若い新会員を入会させる」という課題を克服しています。こ
のクラブの会員はすべて、20代と30代です。 　
　会費は、例会での食事をなくすことで低く抑えました。また、アフ
ターファイブに例会を開き、月に1度は例会の代わりにボランティア
活動を行っています。「月に1度、講演者を招いてホテルで例会を開
きますが、例会の前にはきまってホテルのバーで親睦を深めていま
す」とエリスさん。「（転職や転勤のため）入退会者が多いのはやむを
得ませんが、ここでは皆、熱心なロータリアンになります。ですから、
退会後も移転先のクラブに入会したり、自分でクラブをつくったりす
る会員が多いのです」　そういう彼女も、2011年にデンバーに移り
住み、現地のデンバー・サウスイースト・ロータリークラブに入会しま
した。「ミネアポリスのクラブは、エネルギーにあふれ、これまでにな
いタイプのクラブでした。今でも当時の仲間たちと頻繁に連絡を取
り合っています」
　現在もロータリーに新風を巻き起こそうとしているエリスさん。し
かし、彼女が考えているのは、会員の若さだけではありません。「確か
に、ロータリーは若い会員を必要としています。2009年には、40歳
未満の会員はわずか11パーセントでした。しかし、問題は年齢だけ
にあるのではありません」　
　例会や会議に出席できないときにスカイプでの参加を希望する
人や、入会後、何年、何カ月も待たずに、すぐにクラブでの決定にか
かわりたい希望する人がいる、と彼女は指摘します。「若い会員は、
入会直後から積極的にかかわりたいと考えています」

上国から問い合わせがあり、現在は北朝鮮でのプロジェクトを実施
中です。
　最近は西洋諸国でも、地元で生産された農作物を食べようという
意識が高まりつつある、と話すフレンチさん。「35年前に私が同じこ
とを推進しようとしても理解されませんでしたが、今ではこうした考
えを多くの人に受け入れてもらえ、嬉しく思っています」
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